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調剤しかできない薬剤師の仕事に魅力を見いだせなくて 30 歳の時に薬剤師を辞めて

小学校の教師になろうと決意し、猛勉強。でも岡山まで行った受験に失敗し、収入のた

めに薬剤師を続けることを決意。でもドクターたちとの抄読会で医師に負けない面白い

英語論文を読もうと必死でした。研究でも透析中のカテコラミン濃度の変動や、透析患

者の微量元素の測定など、今となっては英語論文にしておけばという注目された研究を

日本語論文にも出来なかった。あの時、指導者がいれば・・・・。 
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1994 年になって 100 床以下の白鷺病院でも服薬指導ができるようになりました。

これからが平田の薬剤師としてのスタートですが、すでに 40 歳。それまでは薬学系

の学会に１回も参加したことがなかったダメ薬剤師でしたが、家庭では良い父親だっ

たと思います。この時から薬剤師の業務が学会発表のネタになり、論文になる。こん

なおいししい話はないなと夢中で仕事をしました。TDM もはじめ、簡易測定できない

ものは HPLC で測っていました。抄読会・症例検討会も薬剤科内で始めました。薬剤

師って面白いと思い始め、毎日が充実していました。田中和彦先生・上野和行先生と

いう指導者にも出会えました。上野先生に誘われ、年 10 回開催されるドラッグフォ

ーラムオーサカのメンバーになりました。この時の人の出会い、経験は薬剤師として

のレベルアップのために非常に貴重でした。 
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〜荷電を有する合成膜の吸着性について〜 
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1998 年から月刊薬事で「透析と薬物療法〜投与設計へのアプローチ」というテーマで初

めて連載させていただきました。連載中に不明熱で 64kg だった体重が 2 週間で 57kg に激

ヤセ。胆道感染症と分かり 2 週間の入院中に病室を抜け出して薬局で原稿を書いていたら

看護師に見つかり、病室に連行されました。この連載がのちの「透析患者への投薬ガイド

ブック」の基礎になりました。 
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月間薬事の連載ののち、初めての単行本「透析患者への投薬ガイドブック」が刊行。

感慨深い本です。当時、野崎徳洲会病院の木村健先生と一緒に「関西腎と薬剤研究会」

を立ち上げました。ちなみに木村健先生は広島県立呉宮原高校の後輩です（中国労災病

院の前田頼伸薬剤部長も後輩なのです）。これが現在の日本腎臓病薬物療法学会の発足

のきっかけになろうとは・・・・。 
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このころから 1 年間の執筆数が 30 前後になりました。ほとんど家に帰らず、仕事が終

わってから白鷺病院に泊まって論文を書いていました。１時間かけて通う通勤電車の中で

PubMed の抄録を 100 くらいプリントアウトして、重要な論文をチェック。病院に着くと図

書室で論文を探し、なければ MR さんに論文を依頼するメールを出し、それを帰りの電車

で精読する毎日。おかげで英文の超速読術が身に付きました。薬剤師も大学院生も研究テ
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優秀論文賞受賞 

大阪透析研究会会誌 

透析患者の便秘と虚血性腸炎 

 

176. Hirata S, Izumi S, Furukubo T, Ota M, Fujita M, Yamakawa T, Hasegawa I, Ohtani H, Sawada Y: 
Interaction between clarithromycin and digoxin in patients with end stage renal disease. Int J 
Pharmacol Ther 43 (1): 30-36, 2005.  英⽂原著 
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2005.  総説（第 63 回⼤阪透析研究会優秀論⽂賞受賞） 
179. 槇野博史, 平⽥純⽣: 第 49 回⽇本透析医学会ワークショップより「透析患者への薬物適正使⽤化

と服薬指導」. 透析会誌 38（2）91-104, 2005.    総説 
180. 原⽥敬⼦, 平⽥純⽣, 奥平由⼦, 閑⽥なるみ, ⼭澤紀⼦, ⼭本員久, 上野信之, 安⽥英煥, ⼩野秀太: 

ラフチジンによって精神神経症状を発現した 2 透析症例. 透析会誌 38: 213-217, 2005.  和⽂原著
CA 

181. 平⽥純⽣: 腎不全と薬の使い⽅ Q and A. 平⽥純⽣, 編. じほう, 東京, p1-
621, 2005  編集著書 

182. 平⽥純⽣: テオフィリンとシメチジンの相互作⽤による死亡症例から学
ぶこと. 薬局 56（4）:1805-1814, 2005.    総説 

183. 平⽥純⽣: 腎不全患者の薬物動態. 循環制御 26（1）:29-35, 2005.    総
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184. 平⽥純⽣: リンを下げる薬ののみ⽅−ここがポイント. 透析とリン−⻑⽣

 

白鷺病院最後の年でした。平田にとって集大成となる仕事、600 ページを超える「腎

不全と薬の使い方 Q and A」が 3 年間の月間薬事の連載をベースに書き上げました。

これはそう簡単には改定できません。改訂版の発刊には竹内先生、古久保先生、大野

先生、山本先生という腎薬最強メンバーの助けを借りて 15 年後に行われます。 

10 月から翌年 3 月までオレゴン州立大学で客員教授として国費留学しました。なぜ

かオレゴンは腎に特化した薬学部教官が多かったから選びましたが、実は米国の薬局

や病院薬剤部では必ず置いている Bennet Book で有名な Willam Bennet 博士がオレゴ

ンにいて、有名な Ali Olyaei 准教授や一番お世話になった Myrna Munar 准教授などの薬

学部の教官は Bennet 先生のお弟子さんたちだったのです。1 人暮らしは辛かったです

がよい経験でした。Hai という生涯の友人にも巡り会えました。 
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秋澤忠男, 編.,救急･集中治療 18: 189-194, 2006.    総説 
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熊本大学で門脇大介先生と出会い、意気投合（写真左）。この年は米国留学のため 13 本

のみの執筆と少な目です。オレゴン健康福祉大学（OHSU）図書館はサプリメントの図書が

いっぱい。それらを読みあさり文献を取り寄せてサプリメントの本を初めて書きました。

帰国後、宮村重幸先生、山室蕗子先生、下石和樹先生、柴田啓智先生たちと熊本腎薬を結

成しました（写真中）。ボーダレスな薬学部をめざし薬剤師と薬学性が一緒に学ぶ抄読会を

開催し始めたのもこの頃です。2006 年 12 月には 7 つの地域腎薬が集まって日本腎と薬剤

研究会が大阪で結成されました（写真右）。 
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この年から完全に門脇大介先生と一緒に熊本大学です。門脇先生がセベラマー便秘モデル

ラットを開発し、透析患者の便秘メカニズムの解明ができるようになりました。5/6 腎摘に

よる慢性腎不全モデルラットの作成によるアセトアミノフェンの研究も始まりました。薬

物の透析性に関する研究も始まりました。日本腎と薬剤研究会の第 1 回学術大会が木村 健

大会長により大阪で開催されました（写真：熊本の仲間の先生方と）。 
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242. 平⽥純⽣編: 腎疾患の服薬指導 Q&A〜CKD から透析患者まで〜. 医薬ジャーナル, ⼤阪, P1-379, 
2008  編集著書 

243. 平⽥純⽣, 和泉 智, 三宅健⽂, 鎌⽥直博, 宮村重幸, ⽵内裕紀, ⻑⾕川 功: 
⾼齢者および慢性腎疾患患者への適正な薬物療法に関する調査・研究〜重篤な
腎障害に関する禁忌薬物に関する調査〜. ⽇本病院薬剤師会雑誌 44: 32-34, 
2008   総説 

244. 平⽥純⽣, 濟川聡美: ⾒直すべき添付⽂書上の「腎障害には禁忌」の表現.薬事
⽇報 2509: 5-6, 2008   総説 

245. 平⽥純⽣: CKD の腎機能低下時における薬物療法について. Medical Practice 
25: 295-303, 2008.    総説 

246. 平⽥純⽣: 慢性腎臓病（CKD）患者の薬物療法. 臨床薬理: 39（2）11S-12S, 
2008   総説 

247. 平⽥純⽣, ⻑⾕川 功, ⽥中章郎: 腎機能低下時の薬剤投与量. CKD 診療ガイド 2008, 東京医学社, 
p88-104, 2008   総説 

248. 平⽥純⽣: 「科学する薬剤師」を育て、CKD の薬物療法のエキスパートに！. ⽇病薬誌 44（3）:389-
391, 2008   総説 

249. 平⽥純⽣, 三宅健⽂: ⽇本透析医学会コメディカルシンポジウムより「透析患者への薬物適正使⽤」.
「透析患者への薬物適正使⽤」を総括して. 透析会誌 41（3）: 169, 2008   総説 

 

熊本で第 2回日本腎と薬剤研究会を開催しました（写真）。腎疾患の服薬指導 Q&A は熊本

の仲間と一緒に作りました。5/6 腎摘ラットを用いたアセトアミノフェンの腎への影響に関

する研究が順調に進みました。熊本大学附属育薬フロンティアセンター長を兼任するよう

になりました。 



250. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 第 52 回⽇本透析医学会コメディカルシンポジウムより「透析患者の予後・
QOL を改善する薬物適正使⽤」.透析会誌 41（3）: 170-171, 2008   総説 

251. 平⽥純⽣: 薬物中毒における⾎液浄化法の薬物動態的評価. 中毒研究 21（2）: 105-113, 2008   
総説 

252. 平⽥純⽣, ⾨脇⼤介: 症例から処⽅を考える〜薬剤師が薬剤師らしい仕事をするために〜第 1７回. 
CKD 患者における⾼尿酸⾎症・痛⾵治療薬、クラリスロマイシンの相互作⽤について. 薬局 59(5): 
2295-2301, 2008   総説 

253. 島 祐⼦, 平⽥純⽣, 奥⽥洽爾: ⼊院患者におけるチアプリドの投与量−1 ⽇ 25mg でも要観察−. 
⽇本病院薬剤師会雑誌 44（5）747-749, 2008  和⽂原著 CA 

254. 平⽥純⽣: 腎機能障害時の降圧薬の使⽤⽅法. 腎と透析 65（2）281-285, 2008   総説 
255. 平⽥純⽣: 透析患者の薬物適正使⽤. ⻄沢良記編, 最新透析医学, 医薬ジャーナル, ⼤阪, P502-

506, 2008   総説 
256. 平⽥純⽣: 慢性腎不全時の薬剤使⽤で注意すべきこと抗菌薬, NSAIDs、造影剤など−. 診断と治療, 

96（8）, 1535-1541、2008   総説 
257. 平⽥純⽣: 透析患者における薬剤の適正使⽤. ⽇本透析医会雑誌 23 (2) 275-283, 2008   総説 
258. 平⽥純⽣, 和泉 智, 三宅健⽂, 鎌⽥直博, 宮村重幸, ⽵内裕紀, ⻑⾕川 功: 学術委員会学術第 8 ⼩

委員会報告 ⾼齢者および慢性腎疾患患者への適正な薬物療法に関する調査・研究〜重篤な腎障害
に関する禁忌薬物に関する調査〜.第 1 報 ⽇本病院薬剤師会雑誌 44: 1162-1163, 2008   総説 

259. ⼩泉 晶⼦, 平⽥純⽣, 藤⽥みのり, 久郷泰祐, 岸本百代, 桐⼭恵理⼦, 和泉 智, 古久保 拓, 松永
千春, ⼩熊恵美⼦, ⼭川智之: ⾎液透析患者における⾎清リン濃度および透析歴と炭酸カルシウム
の服薬コンプライアンスの関係. ⽇本病院薬剤師会雑誌 44 (9) 1365-1368, 2008  和⽂原著 CA 

260. Tsujimoto M, Kinoshita Y, Hirata S, Otagiri M, Ohtani H, Sawada Y.: Effect of uremic serum and 
uremic toxins on hepatic uptake of digoxin. Ther Drug Monitor 30: 576-582, 2008  英⽂原著 

261. Tsujimoto M, Dan Y, Hirata S, Ohtani H, Sawada Y.: Influence of SLCO1B3 gene polymorphism on 
the pharmacokinetics of digoxin in terminal renal failure. Drug Metab Pharmacokinet 23: 406-411, 
2008  英⽂原著 

262. 佐藤みのり, 平⽥純⽣: α リポ酸. 臨牀透析 24:1737-1739, 2008   総説 
263. 平⽥純⽣: 透析患者の指を招くサプリメント”⻘汁”. 臨牀透析 24: 1772-1773, 2008   総説 
264. 平⽥純⽣: 抗酸化ビタミンは必要. だけど摂りすぎはよくない抗酸化ビタミン ACE の功罪． 臨牀

透析 24:1790-1791, 2008   総説 
265. 平⽥純⽣: どのサプリメントを摂るべきか. 臨牀透析 24: 1756-1757, 2008   総説 
266. 平⽥純⽣: ⾎液浄化法と薬物投与. 腎と透析−⾎液浄化−2009. 65S: 740-745, 2008   総説 
267. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: ⽷球体腎炎. 薬局増刊号 病気と薬パーフェクト Book 2008 .59（4）: 432-

436, 2008 
268. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: ネフローゼ症候群. 薬局増刊号 病気と薬パーフェクト Book 2008 .59

（4）:443-445, 2008   総説 
269. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 腎不全 薬局増刊号 病気と薬パーフェクト Book 2008 .59（4）: 453-456, 

2008   総説 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

270. Satoh M, Izumi S, Koizumi A, Kugoh Y, Kiriyama E, Oguma E, Furukubo T, Matsunaga C, Yamakawa 

T, Kadowaki D, Hirata S: Improvement of hyperphosphatemia following patient education. J 
Pharmacy Tech 25(1) : 3-9, 2009  英⽂原著 CA 

271. 平⽥純⽣: 慢性腎臓病（CKD）における薬物体内動態の特性と薬物治療. 臨床への薬物動態学. 廣
川書店, 東京, p97-122, 2009     総説 

272. 宮村重幸, 平⽥純⽣: 透析患者における抗菌薬の適正使⽤-抗 MRSA 薬を中⼼に-. 感染症 39（2）: 
24-28, 2009   総説 

273. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: ⽷球体腎炎. 薬局増刊号 病気と薬パーフェクト Book2009. 60（4）: 1013-
1016, 2009   総説 

274. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: ネフローゼ症候群. 薬局増刊号 病気と薬パーフェクト Book2009. 60（4）: 
1017-1025, 2009   総説 

275. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 腎不全 薬局増刊号 病気と薬パーフェクト Book2009. 60（4）: 1033-1036, 
2009   総説 

276. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 薬剤性腎症. 薬局増刊号 病気と薬パーフェクト Book2009. 60（4）: 1053-
1054, 2009   総説 

277. 平⽥純⽣, 和泉 智, 三宅健⽂, 鎌⽥直博, 宮村重幸, ⽵内裕紀, ⻑⾕川 功: 学術第 7 章委員会 
⾼齢者および慢性腎臓病患者への適正な薬物療法に関する調査〜第 2 報〜. ⽇本病院薬剤師会雑誌
45: 27-30, 2009   総説 

278. 平⽥純⽣: 透析患者の薬物適正使⽤. ⼤阪透析研究会誌 27（1）11-16, 2009   総説 
279. ⽥中章郎, 平⽥純⽣: 腎機能障害患者への薬物療法における薬剤師が果たすべき役割. からだの科

学増刊, 100-109, 2009   総説 

この年は死にそうなくらい忙しかったと思ったら 57 本書いていました。そのうち単行本

が 2 本。そりゃ忙しくなるはずです。ナース向けの連載もはじめたのが多忙の原因だと思い

ますが、わかりやすく書くって、簡単そうで難しいです。二の丸公園で花見をしました（写

真左）。育薬フロンティアセンターの模擬薬局の竣工式がありました（写真右）。OSCE の本

試験が初めて行われたのもこの年です。 



280. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: 経⼝活性炭剤. 腎不全ハンドブック-CKD から先端透析療法：up to date, 医
薬ジャーナル社, ⼤阪, ｐ99-100, 2009   総説 

281. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: ループ利尿薬. 腎不全ハンドブック-CKD から先端透析療法：up to date, 医
薬ジャーナル社, ⼤阪,ｐ101-102, 2009   総説 

282. ⾨脇⼤介, 平⽥純⽣: ⾼カリウム⾎症とイオン交換樹脂. 腎不全ハンドブック-CKD から先端透析
療法：up to date, 医薬ジャーナル社, ⼤阪,ｐ103-104, 2009   総説 

283. Kadowaki D, Anraku M, Tasaki Y, Taguchi K, Shimoishi K, Seo H, Hirata S, Maruyama T, Otagiri 
M.: Evaluation for antioxidant and renoprotective activity of olmesartan using nephrectomy rats. Biol 
Pharm Bull. 32(12): 2041-2045 ,2009    英⽂原著 

284. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 第 1 回 貧⾎治療薬 ①エリスロポエチ
ン製剤の誕⽣. 透析ケア 15（1）60-62, 2009   総説 

285. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 第 2 回貧⾎治療薬 ②進化しつつあるエ
リスロポエチン (ESA; ⾚⾎球造⾎刺激因⼦製剤) . 透析ケア 15（2）186-188, 2009   総説 

286. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 第 3 回 貧⾎治療薬 ③エリスロポエチ
ンが効かない！エリスロポエチン低反応例に対する対処. 透析ケア 15（3）286-289, 2009   総
説 

287. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 4 回 リン吸着薬 ①沈降炭酸カルシウ
ム（カルタンⓇ）. 透析ケア 15（4）360-362, 2009   総説 

288. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 5 回 リン吸着薬 ②沈降炭酸カルシウ
ムの服薬指導のむずかしさ. 透析ケア 15（5）514-517, 2009   総説 

289. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 6 回 リン吸着薬 ③セベラマー塩酸塩
（レナジェルⓇ、フォスブロックⓇ）. 透析ケア 15（6）642-644, 2009   総説 

290. 平⽥純⽣:リン吸着薬はのむタイミングが⼤切. やさしい透析患者のためのリン･カルシウム代謝の
⾃⼰管理. 医薬ジャーナル, ⼤阪, p24-26, 2009   総説 

291. 平⽥純⽣: 活性型ビタミン D 服⽤時の注意点. やさしい透析患者のためのリン･カルシウム代謝の
⾃⼰管理. 医薬ジャーナル, ⼤阪, p32, 2009   総説 

292. 平⽥純⽣: カルシウム感知受容体作動薬：シナカルセト（商品名；レグパラⓇ）服⽤時の注意点.や
さしい透析患者のためのリン･カルシウム代謝の⾃⼰管理. 医薬ジャーナル, ⼤阪, p33, 2009   
総説 

293. 平⽥純⽣: 薬物濃度(TDM). 透析患者の検査と検査値.. 透析ケア 2009 夏季増刊号, メディカ出
版, ｐ136−143, 2009   総説 

294. ⽥中章郎, 平⽥純⽣: CKD と薬剤. 透析医のための CKD マネジメント: 透析導⼊後の予後向上を
⽬指して. 中外医学社, 東京, p34-46, 2009   総説 

295. 平⽥純⽣: CKD を合併した疾患の治療、薬剤の使⽤法⼀覧, 腎と透析「CKD のすべて」, 東京医学
社, 2009   総説 

296. 平⽥純⽣, 和泉 智, 三宅健⽂, 鎌⽥直博, 宮村重幸, ⽵内裕紀, ⻑⾕川 功: 平成２０年度学術委員
会 学術第 7 ⼩委員会報告「⾼齢者および慢性腎臓病患者への適正な薬物療法に関する調査・研究」
〜「重篤な腎障害に関する禁忌薬物に関する調査・第 2 報〜⽇本病院薬剤師会雑誌: 45：1023-1026, 
2009   総説 

297. 平⽥純⽣: 薬物投与. エビデンスに基づく CKD 診療ガイドライン. ⽇本腎臓学会編, 東京医学社, 



p270-280, 2009   総説 
298. 平⽥純⽣編:透析患者のくすり ナースが知りたい Q&A64. 透析ケア 2009 冬季増刊号, メディカ

出版, ｐ136−143, 2009  総説 
299. 平⽥純⽣: アルミニウムを含有する⾷物と薬剤. 透析療法事典第 2 版, p249-250, 医学書院, 2009   

総説 
300. 平⽥純⽣: CKD 患者への薬剤投与 透析療法事典第 2 版, p370-371, 医学書院, 2009   総説 
301. 平⽥純⽣, ⻑⾕川 功, ⽥中章郎, 柴⽥佳菜⼦: 腎機能低下時の薬剤投与量. CKD 診療ガイド 2009, 

東京医学社, p92-113, 2009   総説 
302. 平⽥純⽣: 透析患者に対する薬の使⽤法 総論 活性代謝物質の蓄積. 透析療法事典第 2 版, p482, 

医学書院, 2009   総説 
303. 平⽥純⽣: 透析患者に対する薬の使⽤法 総論 投薬上特に注意を要する薬剤. 透析療法事典第 2 版, 

p497-500, 医学書院, 2009   総説 
304. 平⽥純⽣: 透析患者に対する薬の使⽤法 総論 透析患者の薬物動態. 透析療法事典第 2 版, p481-

482, 医学書院, 2009   総説 
305. 平⽥純⽣, 和泉 智, 古久保 拓, 編: 改訂 2 版 透析患者への投薬ガイドブッ

ク. じほう, 東京, 2009  編集著書 
306. 平⽥純⽣: 腎不全時の薬物投与の実践的知識. Intensivist 1（3）603-610, 2009   

総説 
307. 平⽥純⽣: なぜ CKD が問題なのか？⽉刊薬事 51: 1105-1107, 2009   総

説 
308. 平⽥純⽣: なぜ今、CKD が問題なのか？Pharma Medica 27 (Supple1) 1-5, 

2009   総説 
309. 平⽥純⽣: ⼿術および観⾎的⼿技前の抗⾎栓薬の中⽌のポイント〜臨床薬理学的⽴場より〜. ⽇本

透析医会雑誌 24（2）253-258, 2009   総説 
310. 平⽥純⽣: 疼痛ナビ 14, フロンティアセミナー: 腎障害におけるアセトアミノフェンの使⽤

http://www.e-paincontrol.com/main/1_frontierseminar/dai_14/14.php, 2009   総説 
311. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 第７回 リン吸着薬その４ 〜ホスレノ

ールⓇ（炭酸ランタン）〜. 透析ケア 15（7）746-748, 2009   総説 
312. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 第 8 回 活性型ビタミン D〜最近最も注

⽬されている新しい作⽤〜 透析ケア 15（8）852-855, 2009   総説 
313. 平⽥純⽣: 薬物濃度（TDM）. 透析患者の検査と検査値、透析ケア夏季増刊号 136-142, 2009   

総説 
314. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 第 9 回 レグパラⓇ：カルシウム、リン

を上げることなく PTH を下げる薬です. 透析ケア 15（9）952-955, 2009   総説 
315. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 第 10 回 透析患者のかゆみに使うくす

り. 透析ケア 15（10）1062-1065, 2009   総説 
316. 平⽥純⽣: 教えて！薬剤師さ〜ん！透析患者のくすり箱. 第 11 回 ⾼カリウム⾎症とカリウム抑

制薬. 透析ケア 15（11）1160-1163, 2009   総説 
317. 平⽥純⽣： 腎機能別薬剤投与量⼀覧. 松⼭賢治, 阿南節⼦ 監修, 阿南節⼦, 櫻井美由紀, 徳島裕
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成田勇樹先生が助手に就任（写真左前列左から 2 番目が成田先生）、やっと 3 人体制になり

ました。薬物の透析性に関する研究も軌道に乗り、英語論文にもなりました。毎年 3月にゆめ

タウンで行われる世界腎臓デイのイベントには宮村先生と参加しました（写真中）。恒例の夏

休みの研究室旅行では学生たちが意味不明のダンスを踊ってくれました（写真左）。 
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この年の執筆は 10 本のみで、近年まれにみる少なさですが、腎臓病薬物療法専門・認定

薬剤師テキストの作成に忙殺されました。編集責任者の東京薬科大・竹内裕紀先生はもっ

ともっと大変だったと思います。第 30 回日本 TDM 学会（写真）の大会長を務め、資金集め

に奔走しました。門脇先生の名司会ではじまった「熊本サプライズ」ではくまモンと一緒

にステージでくまモン体操を踊りました。 
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チーム医療の大切さに感化され、「透析ナースのための服薬指導 平田ゼミ」を刊行。わ

かりやすく書くって、簡単そうで難しいことを改めて感じました。熊本の卒業式はいつも

桜が満開です（写真左）。宇野勝次理事長のもと、日本医薬品安全性学会が５月に結成さ

れ、副理事長に就任しました。ますます多忙になりそうです。研究室には社会人大学院生

が仲間に加わり、その後入ってきた 3 年生は 4 人とも元気のよい女の子で、娘というよ

り孫のよう（写真中）。「ボーダレスな薬学部を目指した薬剤師支援システムによる社会貢

献」で平成 26 年度熊本大学教育活動表彰グランプリを受賞しました。薬学部では昨年の

首藤准教授に続き２年連続の快挙です（写真右）。 
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日本腎臓病薬物療法学会の会員数は 1300 名を超え、法人化を目指して多忙な日々が続き

ます。1 月に発刊された「慢性腎臓病（CKD）薬物療法の疑問点」は中級者向けに書いた非常

に濃い内容です。これからは私が書くだけでなく、初めて論文を書く薬剤師の先生方のサポート

もしたいと思います。じほうより出版される「領域別アドバンスト薬剤師シリーズ 腎臓病薬物療

法トレーニングブック」、扶桑薬品工業の「BP Up to Date」、じほうの「調剤と情報の CKD 特集の

増刊号」、メディカ出版「透析患者のくすりカラー大事典」などの編集をやりました。７月には第１

回日本医薬品安全性学会が福山で開催されましたが、これは内容が濃く、討論も活発な非常に

面白い大会でした。新 3 年生はバラエティに富んだ男女 2 名ずつ。実にいいバランスです。 
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